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一 般 質 問 の 通 告 に つ い て 

 

令和６年第２回定例町議会において次のように質問したいから通告します。 

番号 質 問 事 項 質 問 の 要 旨  （具体的にご記入願います） 備 考 
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子どもをデジタル

犯罪から守るアプ

リの活用 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 スマートフォン（以下：スマホ）や子どもたちの教育現場で

もひとり１台ずつ貸与されているタブレット端末をはじめ、

デジタルデバイスは生活に欠かせないものになりました。 

しかしその使い方を間違えてしまうと人生が狂ってしまう

こともあります。 

 今や身近になったスマホ等での写真や動画の撮影をＳＮＳ

に投稿することは個人情報を公開してしまう危険も大であ

り、学校で配布されているタブレット端末による自撮りや盗

撮による問題も全国的にあるとの情報もあります。 

子どもたちを取り巻く環境においてデジタル社会は、大人

たちが思う以上に危険が潜んでいることを注視していかねば

ならないと思います。 

愛知県警では昨年、被害を防止する策について藤田医科大

学と企業が連携し、産官学でＡＩ＝人工知能を利用して被害

を防止し、子どもを守るアプリ「コドマモ」を開発しまし

た。 

「コドマモ」は、子どもが自分のスマホで裸や下着姿など

のわいせつな画像を撮影・保存した際、ＡＩがデータを判別

し、画像を削除するよう促す通知が表示されるとともに、保

護者にも通知されるというペアレンタルコントロールができ

るシステムです。ＡＩはサーバーを介さず、端末上で完結す

るため、画像は端末の外には共有されることなくプライバシ

ーは保護されるものです。 

 

 

 

 

 

 



（ ２ ） 

番号 質 問 事 項 質 問 の 要 旨  (具体的にご記入願います） 備 考 
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障がい者移動手段

の拡充 

 

 

 

 

 

 

 

 昨年７月に長久手市の中学生とその保護者を対象とし「コ

ドマモ」を試用した後のアンケート結果では、中学生のＳＮ

Ｓ上での被害等トラブルの実態や親子間でのスマホ使用にお

ける認識のギャップが浮き彫りとなりました。 

県の少年課では、子どもを守るツールの一つとして「コド

マモ」の必要性を導くことができたと評価しています。 

本町の子どもたちが、将来明るい人生を歩んでもらうた

め、次の点について伺います。 

① 学校用タブレット端末の犯罪防止に関する使用基準につ

いてどのようなルールがありますか。 

② 愛知県警が取り組んでいる「コドマモ」を学校を通じて

保護者や子どもたちへ啓発してはどうでしょうか。 

③ 「コドマモ」を学校用タブレット端末にインストールす

ることで、校内の撮影や、教職員では見つけきれないグ

ループチャット内の悪口等の書き込みも検知され、いじ

めや犯罪を未然に防ぐことができると考えますがいかが

でしょうか。 

 

今年３月から本町の主要な鉄道である名古屋鉄道は、身体障

害者と知的障害者だけであった運賃割引を精神障害者へも拡

充しました。ＪＲも来年の４月から割引を始める予定です。 

しかし、いずれも割引の条件は本人単独で乗車の場合１００

㎞を超える区間に限り５割引とあります。これは日常生活では

利用しにくい制度ではないかと考えられます。 

本町の障害者計画に掲載されている「福祉に関するアンケー

ト」には、１８歳以上の方の外出の目的として買い物、通院が

それぞれ６０％を超える結果となっています。 

またＡ型・Ｂ型事業所への交通費は原則自己負担となってい

ることを考えると社会と繋がりを持ち、自立した生活を送るた

めには外出のしやすさを確保することが重要なのではないか

と考えます。その観点から伺います。 

① アンケート結果では就労支援に必要なのは「交通手段の確

保」が上位になっています。この結果から、本町としてど

のような施策ができると考えますか。 

② 本町独自で障がい者の公共交通機関の運賃補助ができな

いでしょうか。 

以 上 

 

 


